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要  旨 
 本研究の目的は，足指把持力とバランス能力との関係性を検討することである．対象は，健常な中高年女
性 13 名（年齢 59.8±4.3 歳）と若年女性 11 名（年齢 22.5±1.9 歳）とした．対象者には，足指把持力と立位
での足圧中心（COP）の総軌跡長を測定した．COP の総軌跡長の測定は，条件の異なる 2 つの立位にて実






































対  象 
 対象は，55～66 歳の健常な中高年女性 13 名（年齢 59.8
±4.3 歳，身長 153.3±4.7 cm，体重 54.0±7.1 kg）と 20
～27 歳の健常な若年女性 11 名（年齢 22.5±1.9 歳，身長
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ときの COP 位置と COP 総軌跡長を測定した．COP 位
置は，前後方向への動揺平均中心変位を足長（cm）で除
し 100 を乗じることにより，足長に対する踵からの割合






























図 2 安静立位および前方立位時の COP位置と COP総軌跡長の測定 
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距離），COP 位置，COP 総軌跡長を測定した．FR 距離
は，実測値のみならず最大の FR 距離を身長（cm）で除
して 100 を乗じた値（身長比%）についても算出した．ま
た，FR 時の COP 位置は，前後方向への動揺平均中心変
位を足長（cm）で除し 100 を乗じることにより，足長に
対する踵からの割合（足長比％）を算出した．測定回数




































図 4 足指を床に接地させない閉脚立位 








COP 位置とした．また，足指把持力（体重比）と FR 距
離（身長比）との pearson の相関係数を求めた．FR 距
離（実測値）と足指非接地時の FR距離（実測値）との差
の検定には対応のある t 検定を用いた．統計解析には
SPSS12.0J for Windows を用い，有意水準はいずれも
0.05 とした． 
 
結  果 




時の COP 総軌跡長と COP 位置，FR時の COP 位置は，
いずれも中高年群に比べて若年群に有意な増大が認めら
れた．足指把持力（体重比），安静立位時の COP 総軌
跡長と COP 位置，FR 時の COP 総軌跡長には，中高年
群と若年群との間に有意差が認められなかった． 
 各群ともに足指把持力と安静立位時のCOP総軌跡長，
前方立位時の COP 総軌跡長，FR 時の COP 総軌跡長，
FR 距離との間に相関関係が認められなかった．中高年
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考  察 













は，健常高齢者 27 名に対して FR 距離と COP の前方移
動距離との関係性を検討したところ，相関は低かったと
報告している．また，前岡ら 10）は 22～61 歳の健常成人
23 名に対して FR 距離に影響を及ぼす因子を検討したと
ころ，COP の前方移動距離は FR 距離に影響を及ぼさな
かったと報告している．COP が前方へ移動するほど身体
を支持するべく一定の足指把持力が必要になると考えら
れる．しかし，前述のごとく FR 距離と COP の前方移
動距離との間には関係性が認められなかったと報告され
ていることから，FR 距離が増大したとしても COP 位置
が大きく前方に移動するとは限らず，身体を支持するた
めの足指把持力は FR 距離の増大に影響しなかったと考
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Abstract 
 The objective of this study was to investigate the relationship between toe gripping force and balance 
ability. Subjects were 11 healthy young females (aged 22.5±1.9 years) and 13 healthy upper-middle-aged 
females (aged 59.8±4.3 years). Toe gripping force and the overall path length of the center of foot 
pressure (COP) while standing were measured. Measurement of the overall path length of COP was 
performed in two standing positions under two sets of conditions. In addition, the functional reach test 
(FRT) was administered with toes in contact with or not in contact with the floor. Results revealed no 
correlation between toe gripping force and overall COP path length while standing in both the 
upper-middle-aged group and the young group. In addition, no effect of contact or non-contact of the toes 
with the floor was noted in the measured FRT values. These findings showed no clear relationship 
between toe gripping force and balance ability in healthy young females or healthy upper-middle-aged 
females. 
 
